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研究会等報告 

 
写真2 Marko Huttula氏によりClimate compensation 

of ICESS participants traveling to Oulu in 
2023が説明された時の様子。 

 オープニングで、Co-ChairsのMarco Huttula氏よ 
り挨拶があり、近年のサスティナビリティへの社会的
責務に鑑みて、環境に配慮した会議を目指す必要があ
ることからClimate compensation of ICESS participants 
traveling to Oulu in 2023として、参加者の数に見合う
だけの二酸化炭素を吸収するため（旅程などを念頭に
おいていると推定）、オウル南方の森林で行われた
190 本の松の木の植樹について紹介されたことが特
徴的であった（写真2）。 
 
2. 会議の概要 
 会議の日程は、全日の午前前半にシングルでの
Plenary session、以降は基本的にパラレルでの口頭発
表で構成され、他に2日目午後のPoster sessionと最
終日のC. S. Fadley氏を偲ぶMemorial sessionが設
定されており、各々の分野における研究報告と議論が 

 
写真3 Plenaryと口頭発表が行われた会場（Saalasti 

Hall）の様子。 

 
写真4 セッションがパラレルで開かれる場合に使用され

た講義室（Lecture hall L2）の様子。 

進められた。写真3および写真4に口頭発表が行われ
た会場の様子、写真 5 にポスター会場の様子を示す。 
 本会議の講演分類としては、基礎物性に重きをおい
たAMO（Atomic、Molecular、Optical physics）や
Theory、実用材料への応用やオペランド測定に関す
る報告の多かった Material & surface science、
Ambient & in-situ spectroscopy、その他、評価技術
で分類した RIXS （ Resonant Inelastic X-ray 
Scattering）、HAXPES（Hard X-ray photoelectron 
spectroscopy ）、 STM （ Scanning Tunneling 
Microscope） & related techniques、FEL（Free 
Electron Laser）、測定対象で分類した Correlated 
systems & superconductors、Spin and magnetism
など、幅広い分野に関するセッションが用意された
（講演分類を表1に示す）。 
 本会議の全講演件数はPlenary session が 10件、
口頭発表が57件（うち招待講演25件）、Poster session 

 
写真5 ポスター会場（Agora）の様子。 
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表1 ICESS-15の講演分類 

 
が 66 件であった。発表時間は質疑応答を入れて招待
講演が 30 分、一般講演が 20 分となっていて、各セ
ッションの最初に招待講演が1～2件あり、その後に
一般講演が 2～3 件続く形式で、1 つのセッションの
時間は2時間程度になっていた。前述の通り、研究分
野、対象が非常に広範であり、普段触れる機会の少な
い分野については、講演内容や研究結果を理解するの
に大変苦労することも多かったが、一方で Plenary 
session や招待講演については、最先端の結果は当然
のこと、現在に至るまでの研究の経緯やベースとなる
物理に関する内容を分かりやすくまとめた講演も多
く大変参考になった。 
 
3. 会議の内容の概要 
・8/21（月曜日） 
 初日の Plenary session では、Sogang University の
Hyunjung Kim氏より、PohangのFELを用いた触媒の
構造の時間分解の観察結果の報告があった。NOxの還
元中に起こる ZSM-5 ゼオライトへのCu の拡散と置
換の現象を捉えるなど、かなり先端的なデータが出て
いるようで感銘を受けた。Spin & magnetism session

では、University of MünsterのMarkus Donath氏から、
HiSOR を利用した Re(0001)表面の ARPES（Angle-
resolved Photoemission Spectroscopy）測定によるシ
ョックレー準位とタム準位の起源についての議論を
されていた。Material & surface science sessionで
は Momentum microscope の講演が 2 つあった。
Stony Brook University のAlice Kunin氏によるレ
ーザー励起、もう一つは Johannes Gutenberg 
University の Olena Tkach 氏による DESY での
HXPD（Hard X-ray Photoelectron Diffraction）への
応用であった。空間、運動量、エネルギー、スピンを
分解したスペクトルが一気にとれることが特徴で、前
者では層状化合物を積み重ねた界面におけるエキシ
トンの振る舞いが、後者では円偏光で表れる2色性の
議論に新規性があり大変興味深かった。 
 初日の夜に DESY の Wolfgang Eberhardt 氏によ
るPublic lectureが行われた。講義では、Designing 
the energy system of the futureと題し、カーボンフ
リーの世界を目指すために力を入れて研究開発すべ
き課題が細かい統計の数字も使いながら詳細に議論
された。本も出版されており会場において10ユーロ
で販売されていた。その後、オウル市長主催のレセプ
ションが開催された。市長のあいさつでは、フィンラ
ンドが世界で一番過ごしやすい国として評価されて
いること、オウルは、ヨーロッパの中堅都市の中でも
暮らしやすい都市として高い評価を受けていること、
などが歓迎の挨拶として述べられた。 
 
・8/22（火曜日） 
 Plenary session は東京大学 物性研の近藤 猛氏か
ら、レーザー励起の高分解能スピン分解 ARPES で
Exotic magnetの物性研究としてBa2Ca4Cu5O10(F,O)2
の Fermi pockets の観察や CeSb における Devil’s 
staircase transition のメカニズム解明などにについ
て紹介された。また、台湾 National Synchrotron 
Radiation Research CenterのDi-Jing Huang氏から
はRIXSによるクプラート超伝導体のLa2-xSrxCuO4や
Bi2Sr2CaCu2O、Spin-orbit material の CuAl2O4につ
いての詳細な電子構造評価の結果について発表され
ていた。同日では特に RIXS/SXES（Soft X-ray 
emission spectroscopy）の成果の発表が目立ってい
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たように感じた。実際にRIXS session において、東
京大学 物性研の原田 慈久氏やKTH Royal Institute 
of TechnologyのFaris Gel’Mukhanov氏らの発表に
あったように、固体、原子分子、溶液への応用が広が
っている様子が目についた。他、FELによるRIXSや
発光分光の利用もだんだん盛んになっているようで
あり、Uppsala UniversityのJan-Erik Rubensson氏
が発光分光を用いたNe原子のイオン化ダイナミクス
についてPoster sessionで報告を行っていた。 
 Material science methods sessionでは、Karlsruhe 
Institute of TechnologyのConstantin Wansorra氏
からXPSおよびHAXPESのおける低～高エネルギー
（10 keV）領域における光イオン化断面積について
実測といくつかの理論計算値を比較した結果につい
ての報告があった。本会議においてこのような基礎的
データ収集に関する取り組みは珍しいものと感じた
が、現在、実用的な表面分析として広がりを見せる
HAXPES の定量分析には必須なデータであり、今後
もさらにこのような取り組みが増えることに期待し
たい。 
 2日目午後からはPoster sessionが実施された。内
容はかなりバラエティーに富んでおり、評価手法とし
ては、XAS（X-ray absorption spectroscopy）、RIXS、
XPS（X-ray photoelectron spectroscopy）、ARPES、
AP-XPS（Ambient pressure-XPS）、HAXPESなどの
評価手法のほか、放射光施設のビームラインに関する
報告があった。研究対象の材料に重きをおいたものも
あり、2Dマテリアル、Liイオン二次電池、触媒など
に関する報告も見られた。その他、計算関連やCore-
hole clockなど興味を引く報告も見られたが、筆者ら
は自身のPoster session や IAB 会合があったため、
Poster sessionに関してはほとんど聴講することがで
きなかったことは大変残念であった。 
 
・8/23（水曜日） 
 Plenary sessionでは、DESYのSimone Techert氏
による報告が行われ、Water splitting発現時における
ペロブスカイト型構造を持つ触媒材料について、in-
situ RIXS により電子状態を明らかにしていた。光電
子を捉える光電子分光に比べて、光（X線）を検出す
るRIXSは、その場計測の実現性や汎用性の点で利点

があると実感した。これは先述した2日目のRIXSの
セッションでも同様の傾向が見られており、改めてそ
の汎用性の高さを窺い知ることとなった。Ambient & 
in-situ spectroscopy sessionでは、Institute of the 
Max Planck Society の Hendrik Bluhm 氏から、
Liquid -Vapor Interfacesについて報告があり、エア
ロゾルによる微量ガスの取り込みと放出、および海洋
による CO2隔離と光電子分光にしてはかなりスケー
ルの大きな背景について説明があり大変興味深かっ
た。溶液中の塩分や溶質濃度に依存した溶液界面にお
けるガス種の吸着状態を AP-XPS により明らかにし
ていた。他、Lund UniversityのEsko Kokkonen氏
からは AP-XPS のエンドステーションへ Atomic 
layer deposition装置を組み込み、酸化膜の成膜過程
の観察へ応用した報告があった。AP-XPS や AP-
HAXPES について、果敢に様々な現象や対象へ応用
する姿勢に刺激を受けるとともに、同技術が適用でき
る分野、現象の潜在的な可能性の広さに改めて感心し
た。 
 
・8/24（木曜日） 
 Plenary session では Aalto University の Patrick 
Rinke氏から、AIやmachine leaningをスペクトル
の予測と材料特性・構造の予測に適用させた研究報告
があった。リグニン（フェノール性化合物）における
NMR（Nuclear Magnetic Resonance）の分析結果か
ら、機械学習によって抗酸化活性などの特性を予測し、
バイオベース・プラットフォームケミカルへ重合させ
るための最適な処理条件（量や温度など）を抽出する
ことに成功したとのこと。本会議では、本報告のよう
なAI や機械学習に関する報告はまだそれほど多くな
かったが、今後このような報告事例も増えてくるので
はないかと実感した。 
 HAXPES session では、Sorbonne Université の
Tatiana Marchenko 氏から、気相チオフェンおよび
固体有機物のPost-collision interaction（PCI）effect
におけるオージェ電子スペクトルの励起 X 線エネル
ギー依存性による評価事例の報告があった。PCIに起
因するピークシフトが光電子の散乱に起因する電荷
の遮蔽効果によるものと理論モデルと実験値の比較
から結論づけている。他、高輝度光科学研究センター
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のIbrahima Gueye氏からは、ペロブスカイト型太陽
電池のオペランド計測による、試料構造に起因した劣
化機構の解明、KTH Royal Institute of Technology
のFredrik O. L. Johansson氏からは、共鳴オージェ
分光法を使用して、Au、Ag、Cuに吸着されたXeの
無放射減衰過程を観察し、Core-hole clockに基づく
理論から減衰過程の違いを基材依存性から考察して
いた。 
 
・8/25（金曜日） 
 PlenaryではTOF型のMomentum microscopyを
HARPESやHXPDへ応用した事例について、Johannes 
Gutenberg UniversityのGerd Schönhense氏から報
告があった。特にHXPDではグラファイトをはじめ、
GaAs、SrTiO3など様々な材料へ応用しており、XRD
にはない元素選択性から構造を詳細に議論できる有
用な評価であることを改めて実感した。その他、光電
子ホログラフィの話を奈良先端大学院大学の松下 智
裕氏が行った。両方の話題とも、この分野で先導的な
役割を果たされ、4年前に亡くなられたC. S. Fadley
氏の光電子回折現象の研究の功績に負うものが大き
く、引き続いて行われた同氏のMemorial sessionで
も一同その思いを新たにしていた。 
 
4. おわりに 
 Closing remarks and awardsでは若手を対象とし
た ELSPEC Student Awards（Journal of Electron 
Spectroscopy and Related Phenomenaによって創
設）とPoster sessionから選出されるポスター賞につ
いての発表があった。例えば ELSPEC Student 
AwardsのUppsala UniversityのElin Berggrenによ
る有機高分子ヘテロジャンクションにおける Core-
hole clock spectroscopyによる電荷移動機構の解明
をはじめ、どの受賞された研究内容においても、非常
に洗練されよくまとめられた内容であったと思う。 
 次回はALS（Advanced Light Source）やスタンフ
ォードなどのアメリカ西海岸の施設の研究者を中心
に2年後に（おそらくBerkeleyで）開催されること
となった。現地実行委員は Lawrence Berkeley 
National LaboratoryのEli Rotenberg氏らを中心に
行われる予定である。 

参考文献 
[ 1 ] https://www.icess2021.com/ 
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第26回国際結晶学連合会議（IUCr 2023）報告 
 

公益財団法人高輝度光科学研究センター 
放射光利用研究基盤センター 構造生物学推進室 

坂井 直樹 
 
 
1. はじめに 
 26th Congress and General Assembly of the 
International Union of Crystallography（IUCr2023）
は8月22日から29日までオーストラリア、メルボル
ンのMelbourne Convention & Exhibition Centre（写
真1）で開催された。国際結晶学連合IUCrのCongress
は 3 年に1回の開催であり、前回2020 年のプラハで
の大会はCOVID-19 の影響により翌2021 年にハイブ
リッド形式で開催されており、実に 6 年ぶりにコロナ
禍前のスタイルで開催された会議であった。 

 
写真 1 会議が開催された Melbourne Convention & 

Exhibition Centre。 

 
写真2 ウェルカムレセプションにやってきたコアラ。メ

ルボルン動物園の協力でカンガルーやワニなど
多数の動物と触れ合うことができた。 

 連日最高気温が35度以上の猛暑の日本から、初春
のオーストラリアへの移動で温度差を心配したが、存
外気温の違いなど気にならないものであった。後述す
る初日の受賞講演に引き続き開催されたウェルカム
レセプションではメルボルン動物園からコアラ、カン
ガルーをはじめとした動物たちも参加してオースト
ラリアらしい雰囲気で会議がスタートした（写真2）。 
 
2. 講演内容 
 会議はオーストラリアの先住民族の伝統にのっと
ったオープニングセレモニー（写真3）で幕を開けた。
セレモニーに引き続き、Ewald prize を受賞された
Columbia UniversityのWayne A Hendrickson氏に
よる受賞講演が行われた。蛋白質結晶構造解析の歴史
と、波長可変の放射光を用いて蛋白質結晶に導入した
重原子の異常散乱効果を利用する多波長異常散乱法
（MAD法）および単波長異常散乱法（SAD法）に至
る位相問題解決の歴史に関してご自身の研究やその
時々の背景を取り混ぜた講演であった。筆者が大学院
生だった頃（20 年以上前）に重原子誘導体の結晶を
作成し、SPring-8でMAD法のための回折実験を試行
錯誤しながら行っていた頃を思い出した。 

 
写真3 オープニングセレモニーではオーストラリア、ニュ

ージーランドの伝統的な音楽と踊りが披露された。 



 

SPring-8/SACLA Information／Vol.28 No.4 AUTUMN 2023 370 

WORKSHOP AND COMMITTEE REPORT 

 ここから、筆者の専門である構造生物学に関する発
表について紹介していくこととする。生体高分子の構
造解析では長きにわたって主たる手法であった結晶
構造解析だがクライオ電子顕微鏡（クライオ電顕）の
発展により近年では成熟した一つの選択肢となった
感がある。さらに近年はAlphaFold2 というAI によ
る立体構造予測の登場により、従来の構造予測手法を
凌駕する精度で蛋白質の立体構造を予測することが
できるようになった。このような背景で構造生物学に
おける蛋白質結晶構造解析の意味合い、あるいはクラ
イオ電顕やAlphaFold2との連携について模索するよ
うな発表が見られたことは今回の会議の一つの特長
だったのではないだろうか。 
 LANLのThomas Terwilligar氏は基調講演におい
てAlphaFold2による予測構造を結晶構造解析にどの
ように利用していくかを述べていた。予測構造の信頼
性が高い場合には結晶構造解析で得られる電子密度
の弱い領域への分子モデルの構築に予測構造を用い、
構造精密化を繰り返すことでより確からしい分子モ
デルを得ることができると主張していた。また
AlphaFold2 は作業仮説を立てるために非常に有力な
ツールであり、結晶構造解析による仮説評価と組み合
わせることにより、構造生物学研究を加速するもので
あるとも述べていた。 
 Duke University の Christopher Williams 氏は
AlphaFold2 に よ る予測構造の評価ツール
barbed_wire_analysisを開発し、構造解析スイートで
あるPhenixに実装したことを紹介していた。この評
価ツールを使うと、pLDDT（predicted Local 
Distance Difference Test）の値が70以下の予測信頼
性が低いモデルから立体構造を有している部分を抽
出（全く立体構造としての要素を持たない領域を排除）
することができ、このような部分の構造は分子置換法
やクライオ電顕のモデル構築に十分に利用すること
ができるものであるという報告がされた。
AlphaFold2 を積極的に結晶構造解析に利用していく
ためにはこのような評価ツールも必要になるはずで
ある。 
 今回の会議では自動測定を主とした放射光ビーム
ラインにおける実験の自動化やリモート実験の開発
にとどまらず、これらを利用した研究についてのセッ

ションが数多く組まれていた。蛋白質の立体構造を利
用した創薬、いわゆるStructure-Based Drug Design
（SBDD）はこれまでも広く用いられてきた。現在で
は主として放射光ビームラインにおける自動測定シ
ステムの開発により実験効率が向上したことにより、
1日あたり数百データセットを取得することが可能に
なっている。このような自動測定システムと組み合わ
せ、数百種類の化合物から構成されるライブラリー、
特に分子量 300 程度の比較的小さな分子（フラグメ
ントと呼ばれる）を蛋白質の結晶に導入し、結晶中の
蛋白質に結合する分子を探索することで新たな薬剤
を開発する出発点になる化合物を見出す、
Crystallographic Fragment Screening（CFS）という
手法の開発が進んでいる。このようにして得られた蛋
白質とフラグメントの複合体の立体構造情報、特に相
互作用様式に関する情報をもとにして化合物の構造
展開をすることで新たな薬剤を開発する手法が
Fragment-Based Drug Design（FBDD）と呼ばれ、
構造生物学を利用した創薬研究に取り入れられてい
る。このような背景を反映してか会議では CFS およ
び SBDD にフォーカスしたセッションが多数開催さ
れた。 
 Swiss Light Source のMay Sharpe 氏からはSLS 
FFCS（Fast Fragments and Compounds Screening） 
platformについて報告があった。FFCSにおいては試
料調製からデータ測定、自動データ処理、自動構造解
析で得られるデータを一元的に管理するLIMSを開発
してCFSを行っているとのことであった（Heidiとい
う名だそうだ）。また化合物の蛋白質結晶への導入に
はアコースティック分注装置 ECHO と、結晶凍結を
効率的に行うために結晶化プレート中の結晶の状況
を記録したデータベースを参照して結晶のあるプレ
ート上のウェルへプレートを移動するXYステージと
実体顕微鏡を組み合わせた Shifter と呼ばれる装置を
利用して効率よく結晶試料を準備することができる
とのことだった。 
 Australian SynchrotronのRachel Williamson氏
からコミッショニング中の 3 本目の生体高分子用の
ビームラインとなる MX3 を利用した FBDD のため
のシステム構築について発表があった。MX3 でも自
動測定が導入され 1 サンプルあたり 3.5 分で測定可
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能であり、結晶試料の準備にはECHOとShifterを導
入しているということだった。構造解析のパイプライ
ンとしてAutoRickshowを使っており、5分間で100
の分子置換の解を得ることができるなどデータ取得
から構造解析までの効率化が進んでいた。 
 MAX IVのTobias Krojer氏はMAX IVのCFSプ
ラットフォームである FragMAX について発表があ
った。FragMAXはルンド大学と連携して試料調製を
実施しており、データ収集をMAX IVで行っていた。
BioMAXでの自動測定は1日あたり400データセッ
トを取得することが可能であるとのこと。また
MicroMAX を使って常温で結晶化プレート中の結晶
にX線を照射してデータを収集することにより、結晶
凍結過程を省略することを目指した開発が紹介され
た。FragMAXでもSLSと同様にLIMSを開発して使
用していた。 
 Helmholtz-Zentrum BerlinのTatjana Barthel 氏
からは BESSY II における CFS について報告があっ
た。試料調製では化合物導入にアコースティック分注
装置を利用しており、測定は自動測定で行っていた。
分子置換のパイプラインを構築しており自動構造解
析が可能である。LIMSはMAX IVのシステムを導入
しているとのことだった。BESSY IIのCFSの特色は
解析した構造からの化合物の構造展開について医薬
品化学の研究チームと共同研究体制を構築し、単に化
合物複合体の構造解析をするのにとどまらず新たな
化合物のデザインまでを一貫して行える体制になっ
ていることであった。どちらかというと製薬企業より
も学術機関の研究者のニーズに応えることを志向し
ているようであった。 
 放射光ビームラインを用いた CFS の先駆けである
Diamond Light Source からは Daren Fearon 氏が
CFS プラットフォームである XChem を用いてパン
デミック初期に実施された SARS-CoV-2 の蛋白質を
標的としたCFSの成果がポスターで報告されていた。
本会議に先駆けて実施された CFS に関するサテライ
トワークショップではFearon氏より同じライブラリ
セットを使ってクライオ条件でデータ収集を行った
時と VMXi にて常温でデータ測定を行った時に得ら
れるヒット化合物が両者で完全に一致しないことが
わかってきたとの報告もあった。 

 DESY の Sebastian Günther 氏からは PETRA III 
P09 を使用した新たな CFS 用ビームライン HiPhaX
による常温でのハイスループットスクリーニングに
関する報告があった。HiPhaXでは固定ターゲットを
用いたSerial Synchrotron Crystallographyが可能で
あり、微小結晶をターゲット上で化合物にソーキング
して SSX 測定することで標的蛋白質と化合物の複合
体の構造解析が可能であり、また常温で回折実験を行
うことで凍結結晶からの測定では得られなかった化
合物複合体の立体構造が得られたことが報告されて
いた。 
 このように CFS プラットフォームはヨーロッパや
オーストラリアの放射光施設で整備されてきている。
筆者らも SPring-8 で整備を進めている同様な化合物
スクリーニングのためのプラットフォームについて
ポスターで発表した。発表があった各施設では試料調
製から自動測定、自動構造解析まで一貫したパイプラ
インとして整備が進められており、実験情報を一元管
理するLIMSが導入されている。また試料調製におい
ては化合物導入にアコースティック分注装置を結晶
凍結に Shifter を用いている施設が多く、自動構造解
析ではPanDDA（Pan-Dataset Density Analysis）を
組み込んだシステムが標準になっている。今後の放射
光施設の生体高分子解析ビームラインでは試料調製
から構造解析まで一貫して実施できる利用環境を整
備することが重要であることを改めて感じた。このよ
うなスクリーニング可能な放射光施設では自動測定
システムが導入されており、多くの場合Unattended 
data collection（UDC）が可能である。Diamond Light 
SourceのRalf Fraig氏は I04に実装された自動測定
システムを紹介していた。スループットの点ではこの
システムが 1 結晶 3 分を切っており最速ではないだ
ろうか。SLSのKate Smith氏もSLSの自動測定シス
テムについて報告していた。またリモート測定システ
ムの導入も進んでおり、Canadian Light Source の
Michael Fodje氏からは生体高分子解析ビームライン
では 95％のユーザー実験がリモート測定であること
が紹介されていた。質疑応答では年間を通してほとん
どユーザーが来所しないとなるといかにしてユーザ
ーとのコミュニケーションを取っていくのか？とい
う議論がなされた。これについては毎年1週間、2-30
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人の参加者に旅費を補助して実施するスクール（実験
責任者も参加可能）でユーザーとのコミュニケーショ
ンを取っているとのことだった。私たちが運用してい
るBL45XUでも同じことが起きており、現在は100％
のユーザー実験がUDCである。新規ユーザーとのコ
ミュニケーションをどのように取っていくかなど参
考になる点もあった。リモート測定やUDCの利用が
広がっているがその際の試料の輸送も話題に上るこ
とが多かった。前述したように凍結した結晶のみなら
ず常温下での測定を行うケースも増えてきている。凍
結結晶の場合はドライシッパーを用いて安全に輸送
することが可能だが、常温の場合は多くの場合、結晶
化プレートを輸送することになる。Australian 
SynchrotronのEleanor Campbell氏はMX3におけ
る In-tray screening を UDC またはリモート測定で
実施するための結晶化プレート輸送用容器の開発を
紹介していた。蓄熱剤を利用して20度程度で温度を
保ち数枚の結晶化プレートを輸送できるというもの
であった。頭の高さから床面に落としてもプレート中
の結晶化ドロップは飛散しないことを示すビデオも
紹介されて会場は大いに沸いたが、今後プレート中で
の常温測定の自動化、リモート化が進むと輸送の問題
は切実になってくるものと思われ、真剣に取り組む必
要がありそうである。 
 
3. おわりに 
 会議最終日前日の夜はMelbourne Museumにおい
て“Night at the Museum ”と冠して Congress 
celebration partyが行われた。Melbourne Museum
は世界遺産であるRoyal Exhibition Buildingに隣接
した博物館である。博物館の広大なエントランスホー
ルにステージを設置しての立食形式のパーティーで
あり、博物館の展示も見て回れるというものであった。
メルボルンの文化、歴史に触れることもでき、学会に
集まった参加者と交流を深めるには良い会場であっ
た。パーティーの後半にはステージ上でライブも開催
され、老若問わずリズムに乗りながら、次回2026年
のカルガリーでの IUCr congress での再会を期しつ
つメルボルン最後の夜は更けていった。 
 オーストラリアというヨーロッパからも北米から
も地理的に遠い場所での開催、かつ COVID-19 の影

響もあって心配されたが、久々の対面での学会で会議
での議論に加えて会場内外での交流も活発に行われ
ていた。コロナ禍で人的交流が乏しかった時期に海外
の放射光施設は着実に開発を進めていたことを痛感
するとともに、私たちが進めている研究開発の方向性
を再点検する良いきっかけにもなり有意義な会議で
あった。 
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第37回メスバウアー効果の応用に関する国際会議 ICAME2023 
会議報告 

 
公益財団法人高輝度光科学研究センター 
放射光利用研究基盤センター 精密分光推進室 

永澤 延元 
 
 
1. はじめに 
 ICAME2023（XXXVII International Conference 
on the Applications of the Mössbauer Effect）が
2023年9月3日から8日までの日程で、コロンビア
のカルタヘナで開催された[1]。会議の名前にもあるメ
スバウアー効果とは、原子核の無反跳共鳴吸収現象を
指しており、ICAME ではこのメスバウアー効果を応
用した測定手法を取り入れた研究が議題の中心にな
っている。ICAMEは2年毎の開催であり、ルーマニ
アで開催された前回の ICAME2021 に続いて
ICAME2023も対面・オンラインのハイブリッド形式
で開催された。しかし大半の参加者がオンライン参加
であった ICAME2021 とは異なり、ICAME2023 は
多くの参加者が現地に足を運んでいた。また、
ICAME2021 は超微細相互作用とその応用に関する
国際会議（International Conference on Hyperfine 
Interactions and their Applications, HYPERFINE）
との共催であったが、今回の ICAME2023 は単独の
開催である。 

 

写真 1 ICAME2023 会場である Hotel Caribe by 
Faranda Grandの外観。 

 筆者は日本から地球の反対側に近いコロンビアま
で移動するため、フライトだけでもかなりの時間が必
要だった。関西国際 - ロサンゼルス - マイアミ - カ
ルタヘナという、アメリカをほぼ横断する計19時間
近いフライトでようやくコロンビアに降り立った。会
場であるHotel Caribe by Faranda Grandはカリブ
海のビーチすぐそばに位置するホテル（写真1）であ
り、空港から5、6 km程度の距離をタクシーで移動
し会場に到着した。 
 
2. 会議の概要 
 初日にはTutorial Lectureのみが行われ、Opening 
Ceremonyは2日目に行われた。Opening Ceremony
では Universidad de Antioquia 学長の John J. 
Arboleda 氏、メスバウアー効果の応用に関する委員
会（International Board on the Applications of the 
Mössbauer Effect、IBAME）委員長のR. Röhlsberger
氏、IBAMEのコロンビア代表でありICAME2023議
長のC. A. Barrero Meneses 氏の挨拶が行われた。
Scientific Programは従来のICAMEと同様のトピッ
クで分類されていた。そのトピックは以下の通りであ
る: 
- Magnetism and solid-state physics 
- Chemistry 
- Nanostructures and thin films 
- Materials science and industrial applications 
- Biological and medical applications 
- Earth sciences, mineralogy, cultural heritage and 
environmental sciences 
- Lattice dynamics and vibrational properties 
- Experimental techniques, methodology and 
coherent phenomena 
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 会議スケジュールはハイブリッド開催にあたりオ
ンライン参加者の時差を考慮した結果、セッション内
でトピックが統一されてない進行となった。このこと
は Closing Ceremony 内の総括でもハイブリッド開
催のデメリットとして取り上げられていたが、会議参
加へのバリアを考えると難しいところである。 
 発表内容の概要を紹介する前に、ICAME と放射光
を用いた実験の関係について少し述べる。メスバウア
ー効果を用いた測定で最も主流なのは放射性同位元
素（RI）から自然放射されるγ線を用いた吸収分光
測定であり、放射光を利用しない測定である。その一
方で SPring-8 を含む各放射光施設でも核共鳴散乱と
いう括りでメスバウアー効果を用いた測定が行われ
ている。放射光とメスバウアー効果を組み合わせるこ
とで得られる測定手法には、核ブラッグ散乱を用いる
ことで高フラックスな偏光 γ 線を利用するエネルギ
ー分光法（Synchrotron Mössbauer Source、SMS）、
RI 線源を利用することが難しい短寿命の原子核励起
を利用する吸収分光法、特定の原子核の振動を観測す
る核共鳴非弾性散乱法などがあげられる。南米で核共
鳴散乱実験を実施できる放射光施設が存在しないこ
ともあってか、ICAME2023 での大多数の発表が RI
線源を用いた測定についてであったが、放射光ユーザ
ーを読者として想定し、放射光施設が関係する発表内
容からいくつか紹介する。 
 解析手法についてESRFのS. Yaroslavtsev氏は、
SMS 用の解析プログラム SYNCmoss を開発したと
いう報告を行った。RI線源の代わりに放射光メスバウ
アー線源を用いる SMS では、高いフィッティング精
度を得るために放射光メスバウアー線源特有の装置
関数を考慮する必要がある。今回発表された
SYNCmoss はその装置関数を標準試料の測定から導
出し、これを用いて試料のスペクトル解析を行うソフ
トウェアとなっている。これはオープンソースプロジ
ェクトであり、Voigt 関数を用いることで SMS だけ
でなく RI 線源を用いるような従来のメスバウアー分
光法のスペクトル形状も利用可能なソフトウェアで
あるという[2]。興味がある方はダウンロードしてみる
と良いだろう[3]。SMSに限らずメスバウアー吸収分光
測定の解析では、（筆者が知る範囲で）少なくない割合
のユーザーが各自で解析プログラムを作成し、自身の

研究でのみ使用している。SMS は核共鳴散乱ビーム
ラインの中で利用割合を伸ばしている測定手法であ
るため、これに最適化されたソフトウェアが開発され
ることはユーザー拡大に大いに貢献するのではない
だろうか。 
 放射光を用いた核共鳴散乱測定は、高輝度である以
外にも原子核励起の特徴の一つである電子系の励起
と比べて長い寿命を利用することで、ダイナミクスの
測定にも有用である。本会議でもいくつかのダイナミ
クスに関する発表が行われた。例えば ESRF の D. 
Bessas氏は低温高圧下での 57Fe SMSと 149Sm核共鳴
前方散乱測定（Nuclear Forward Scattering、NFS）
を用いることで鉄系超伝導体 SmFeAsO の磁気揺ら
ぎを観測した結果を、Helmholtz Institute JenaのS. 
Sadashivaiah 氏はレーザーパルスを用いることで原
子核量子状態の制御を可能にする実験結果をそれぞ
れ報告していた。 
 メスバウアー効果を応用することで科学の重要な
発展に貢献した研究者に贈られる IBAME Award に
は、Kyoto UniversityのM. Seto氏とAGH University 
of Science and TechnologyのS. M. Dubiel氏が選
出された。特に放射光分野においては Seto 氏は散乱
体を用いる放射光メスバウアー吸収分光法、核共鳴非
弾性散乱測定や準弾性散乱測定の手法開発・発展に大
きく貢献されている。この場を借りて改めてお二人に
お祝い申し上げる。 
 ポスターセッションではオンサイトでのポスター
セッションとオンラインでのポスターセッションが
それぞれ開催された。オンラインのポスターセッショ
ンは Zoom を用いて行われた一方で、オンサイトの
ポスターセッションで掲示されたポスターについて
オンラインから議論することはできなかったようだ。
コロナ禍の収束までに学会の様式も大きく変化した
が、ポスターセッションは未だ発展の余地があるよう
に思うのは筆者だけだろうか。 
 
3. その他 
 初日の夜にはWelcome Cocktailと称し飲み物と軽
食がふるまわれ、参加者同士が再会を懐かしみ喜びな
がら談笑する声が多く聞こえた。Excursionではカルタ
ヘナの観光ツアーが実施され、サン・フェリペ要塞（写
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